

























険法第 1章第 1条には，「尊厳ある自立」の支援が謳われ，2002 年「2015 年高齢者介護」の報








































ぬのか ――老人福祉の課題――』(初版 1967 年) には，冒頭に以下のような文章がある。
「老人福祉法の目的の中に「心身の健康保持及び生活の安定のために必要な措置を講じ (第 1












1963 年老人福祉法における特養の創設から 2003 年以前に開設された施設の建築基準におい


































































































































(在宅) を通じた汎用性のある能力 ⑤心理的・社会的支援の重視 ⑥予防からリハビリテー
ション，看取りまで，利用者の状態の変化に対応できる ⑦他職種協働によるチームケア













格化への動きは，1985 年から 2 か年にわたり日本学術会議社会福祉・社会保障研究連絡委員
会の研究調査や，1987年 2 月，厚生大臣に「社会福祉におけるケアワーカー (介護職員) の
専門性と資格制度について」意見の具申をした。1986 年には全社協が，介護職員の養成・資
格に関する委託研究を行い報告するなど着実に制度化への道筋を辿り，1987年「社会福祉士
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及び介護福祉士法」が制定された。1992 年「全国老人ホーム基礎調査報告書」によると，特
養の寮母の有資格率は 19.3% (回収率 83%) に上っている。






ある。(表 1．表 2参照) この改正を受けて介護福祉士養成カリュキュラムも「新カリュキュ
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育成 ④経営管理の 4 点に渡ると考えられる。加えて，前出の調査で実践ランク Aであった
「施設の方針を職員に浸透する」とあるように，職務を遂行するにあたって，理念に照らして
チームの方針やビジョン (Vision=目に見えるもの) を示すことも担っている。
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出典：今後の介護人材養成の在り方に関する検討会「今後の介護人材育成の在り方について (報告書)」












( 1 )「社会福祉士法及び介護福祉士法の一部改正」(平成 24 年 4 月 1日施行) 喀痰吸引，経管栄養など
の対応の一部を介護福祉士が担う技術として位置づけられた。
( 2 ) 1日の大半をベッド上で過ごすこと。食事もベッド上で，排泄もオムツで交換するなど，ベッド上
やベッド回りで行うこうこと。身体機能の低下による「寝たきり状態」ではなく，施設の業務に
都合上，食事や排泄もベッドで行われていた時代である。
( 3 ) 食堂で食事，トイレで排泄ケアと「介護する上で，寝る場所と食事する場所を分けること」
( 4 ) 全国社会福祉協議会『全国老人ホーム基礎調査報告書』1993 年




( 7 ) 全国社会福祉協議会『老人ホーム職員ガイドブック処遇編』P251 初版 1991 年
( 8 )「寮母養成研究の過程と方向」『老人福祉』全国社会福祉協議会 1986 年 P75〜82













2012 年 10 月 1日受理
介護保険施設サービスにおけるチームマネジメントとその課題 (村田麻起子)
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